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1　研究テーマ

新指導要領の趣旨に沿Jjた家庭科授業のあり方

2　テーマの趣旨

･新指導要領では､屠庭科指導における基本方針として､次のことが述べられている｡

①社会において子ども牢もが自主的に生きる基礎を培うことの重視.

②　小学校､中学校の学習を体系化することによる基礎･基本の重税O
/

③　社会の変化-の対応｡　　＼'

･ ④壌践的･体験的な活動と問題解決的な活動の充製

⑤　実践的な態度をはぐくむ教育の充実｡

家庭科部では､これらの改訂の趣旨に沿った家庭科授業のあり方を実践を通して研

修を行っていくこととした｡

3　活動の概要(平成･2 3年度)

4月26日(火)地区代表部員舎(保内小学校)

･一研究テtTマの決定.

･活動計画の作成Io

8月23日(火)　地区代表部員会(関川小学校)

･指導案検討｡

･､家庭科部員会実施日の決定0

11月16日(香)　家庭科部員会(関川小学校)
I

･･提案授業の参観､ Lその後協議会o
～

4実践事例　　･･教育課程伝達講習o

関川小学校で､ ｢まかせて!栄養バランネ浄印食事作り0 -家族に'重んでもら種
∫

食事作りを目指して～J 'の提要授業を行った｡華示された3Lつの先年の食事融こつい
I

て､栄養バランス表から問題点を探させ､食材を足したり抜いたカ､材料や調理港を

倭えたりといった解決方法を考えさせる1 (7/12)時間を公開.Lた0.単元を通して栄養主

査と連携を図っており､公開授業の際も､子どもたちに専門的な知識を生かしたァド
バイスをしていたo子どもたちは､この時間まで笹行った簡食献立のバランス調べ｣

＼

｢栄養満点おすすめ給食を考える｣といった学習で学んだ知識や技術を生かして考え

ることができたo単元の中で恥家族へのインダビューや食事調べなども取り入れ､･

学校での学習と家庭での実践の結び付きを商ったoまた､自分の考えを言葉で表現し
1

たり､グループや全体で自分の考えを説明したり､話しあったりという常勤も積極的

に取り入れたo単元構成にも､各1時間の硬業の展開にも､新指導要領改訂わ趣旨を

生かそうとする工夫があり､参観者から｢問題解決学習の申り入れ方が参考になっfF.｣

｢給食■の希望献立作｡と結び付けるなど､学習したことが生活の中で生きる経験をさ

せていて､実践することの喜びが味わえる構成になっている.｣､など甲声が開かれた｡


